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は じ め に

学校では一人ひとりの児童生徒に対応できる教育
が求められ，それぞれの児童生徒の課題に応じた専

門職との連携が重要な教育条件となってきている．
学校には多数の専門職が導入されているという現状
もみられ，学校の中において，専門職がチームを組
んで援助活動を進めるというチームケアの必要性が
高まると，そこにコーディネートという専門的な活
動が必要となる．そのような中，不登校，医療的ケ
ア，慢性疾患さらに発達障害のある児童生徒の支援
に対して，養護教諭がコーディネーションを行うこ
とが必要とされている．児童生徒の健康課題につい

て考えると，小児在宅療養の急速な進展で，在宅療
養の延長線上には学校生活を送るための学校での支
援体制について課題が生じていた．養護教諭に関す
る研究では，在宅療養の子どもの 
��向上には，
学校での医療的ケアに多職種が関わることの必要性
とその連携の重要性を示したもの ��，養護教諭と外
部資源や他職種との連携に，養護教諭の学内での説
得力や外部との交流（社交性）力が大きく影響する
ことを明らかにし，その能力の重要性を示唆したも

の ��など，多くの論文により，養護教諭のコーディ
ネーション機能の必要性が述べられてきた．

�		�年 �月，文部科学省が行った中央教育審議会
への諮問��では「子どもを取り巻く生活環境が変
化する中で，子どもの心身の健康，安全・安心に関
する様々な課題が生じており，その課題の解決のた
めに一部の教職員が個々に対応するだけでなく，養
護教諭や栄養教諭などを中核としつつ，全教職員の
それぞれの役割を明確にし，相互の効果的な連携の

あり方を探求した上で，学校全体の取組体制を整備
することが必要であり，地域や家庭との連携による
総合的な取組が求められる」という内容であった．
それを受け，�		�年 �月，中央教育審議会答申��は

「子どもの現代的な健康課題の対応に当たり，学級
担任，学校医，学校歯科医，学校薬剤師，スクール

カウンセラーなど学校内における連携，また医療関
係者や福祉関係者など地域の関係機関との連携を推
進することが必要となっている中，養護教諭はコー
ディネーターの役割を担う必要がある」と養護教諭
のコーディネーション機能の必要性を示している．
そこで，今回，養護教諭のコーディネーション機
能をより正確に把握するため，わが国の近年��年間
におけるコーディネーションの研究動向を把握し，
養護教諭が関わるコーディネーションの研究動向

とその内容を抽出・整理することを本論文の目的と
した．さらに今後の研究において，養護教諭のコー
ディネーション機能の構造を明確化し，質の改善を
行いたいと考えている．
また，コーディネーションの言葉の定義は「異な

る分野・業種の間をとりもって，それぞれの関係者
だけではやりにくい調整の仕事を取捨選択してバラ
ンスよく行うこと」とする����．

方 法

�．「コーディネーション」をキーワードとして報
告されている文献を検索する．期間は����年か
ら�		�年までとし，医学中央雑誌，��������

����，�����を検索する．さらに「養護教諭」
のキーワードを加えて検索を行う．文献は，原
著と研究・報告の論文を研究論文として検索を
行う．

�．「養護教諭」「コーディネーション」双方のキー

ワードから抽出された文献の内容を整理し，養
護教諭のコーディネーションに関する研究動向
を把握する．
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� ．����年から�		�年までの期間，論文内容に養護
教諭のコーディネーションに関することが記述
されている学会誌および研究紀要等から，養護教
諭のコーディネーションに関する内容（養護教

諭・コーディネーション・コーディネート・コー
ディネーターの語句を含む内容）を整理し，研究
動向を把握する．

結 果

� ．コーディネーションに関する研究件数の推移
「コーディネーション」のキーワードを含む文献
数は，����年から�		�年の��年間で，医学中央雑誌
���件，������������	�件，��������件を検索

し，合計
��件であった．重複しているものを整理
し，最終的に���件を抽出した（表 �）．分野別にみ
ると医療分野��件（�
�），看護分野��件（���），福
祉分野��件（�
�），教育分野��件（���），心理分野
��件（ � �）であった．掲載年別の件数は，����年
は �件，����年は �件，����年は �件であったが，
�			年には��件であった．それ以降は増加し，�		�

年は��件，�		�年は�
件，�		�年では��件まで増え
たが，�		�年には��件，�		
年は��件，�		�年は��

件，�		�年では��件と減少していた．
また，分野別の推移をみると，看護分野では����

年を除いて毎年 �� 
件の文献が検索されたが，医
療分野においては�			年の 
件から，�		�年から
�		�年の�����件に大幅な増加がみられた．福祉，
教育，心理分野では，����年から検索されたが，福
祉分野では年々減少し  反対に教育分野では増加傾

向であった．

�．養護教諭のコーディネーションに関する研究
「養護教諭」「コーディネーション」の双方のキー

ワードを含む文献は，���件のうち，�		�年から�		�

年にかけて �件����� 検索され，表 �の【 　】で示
した．さらに，掲載年順に文献番号を付け，タイト
ル，著者名，掲載誌名，論文の種類（頁数），研究方
法，研究対象，研究内容を表 �に示した．�件の内
訳は，文献番号 � � �を除くすべてが，日常の援助活
動を養護教諭自身が分析したものであった．文献番
号 � � �，� ，�は養護教諭としての役割を研究し，
文献番号 � � � ，�，�は具体的な養護教諭の実践で

のコーディネーションプロセスやその機能の明確化
の研究であった．文献番号 � � 
はシステムづくり
に向けて，養護教諭のコーディネーション機能を阻
害している要因について研究したものであった．

�．養護教諭のコーディネーションに関する内容を
含む研究
����年から�		�年の期間，日本養護教諭教育学会

誌，学校保健研究，小児保健研究，小児看護研究，小

児科学研究，小児看護，小児科診療，子どもと健康
および学校保健学会抄録および研究紀要において，
養護教諭のコーディネーションに関する内容を含む
文献は，��件検索された．これらも掲載年順に文献
番号を付け，タイトル，著者名，掲載誌名，論文の
種類（頁数），研究方法，研究対象，研究内容を表 �

に示した．

表 � コーディネーションに関する研究件数の推移

  

   
     
     
 
 
  
   
 
   
   
    
        

【 　】は養護教諭およびコーディネーション両方のキーワードが入る文献数
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表 � 　養護教諭のコーディネーションに関する内容を含む研究
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� ．養護教諭のコーディネーションに関する研究を
示した表 �，養護教諭のコーディネーションに関
する内容を含む研究を示した表 �から以下の内容
を明らかにした．

�）���	年代の在宅医療研究を背景に，杉本らに
よって疾病や障害をもつ児童生徒が学校生活
を送る上での困難な実態について報告された．
医師法および医療行為の関連から「養護学校
での医療的ケアにおける養護教諭には看護師
免許が必要である」と提言された �	�．

�）�			年に入ってからは，看護師や現場の養護
教諭，学校カウンセラーの立場から，医療的ケ
アや慢性疾患，不登校に関するチームを編成

して援助活動を進める際，養護教諭のコーディ
ネーションが必要であるとしていた．�		�年
には，養護教諭が行った対象者の個別のニー
ズに対応したケアコーディネーション実践例
が報告されていた ��������．これらは従来から
の養護教諭の日常保健援助活動の研究を報告
することで前進し，学校への他職種の導入に
より，組織体制の確立と養護教諭がそれに関
わる必要性を示していた．家族支援の側面や

児童生徒の継続支援過程でのチームアプロー
チの重要性などの検討も行われていたが，養
護教諭の役割やコーディネーションに関して
はその必要性の指摘にとどまった �
����������．

�）医療的ケアに関する研究においては養護教
諭のコーディネーションを内容とする研究が
多く見られた．学校における医療的ケアの実
態，看護師の配置状態などに続き，特別支援
教育・コーディネーターに関連して，養護教

諭のコーディネーション能力が必要であると
強調する意見や研究結果の報告がみられたが，
その機能については明らかにされていなかっ
た ����������
�������．

�）養護教諭の援助活動の聞き取りから，コーディ
ネーションのプロセスを認め， 
段階（ニー
ズの発見・アセスメント・ケア計画・実践・
評価）の展開プロセスを明らかにしていた．
養護教諭のコーディネーション機能は，シス

テムの構築に欠かせない存在であることや，
養護教諭の職務が他職種の視点で検討される
ことで，養護教諭が関わる重要性がより明ら
かになった ������．また，養護教諭のコーディ
ネーション機能の検討やその能力の養成につ
いての研究も始められ ������，今後の研究の方
向性に大きく影響すると思われた．従来から
健康課題に関しては養護教諭が関わり，その

コーディネーション機能は果たしている．養
護教諭が中心となり，多職種が関わる連携か
ら統合ケアシステムに至る支援の成功例の報
告����������	�がされていた．


）養護教諭のコーディネーション機能の養成お
よびその質の向上において，研修プログラム
の必要性が高まっている������．

考 察

�．文献の動向について
���	年より福祉分野では，地域福祉援助活動にお

いて「ケアマネジメント」という用語が使用されて
いた．���	年に入り，地域保健分野においては，地

域保健援助活動として保健師が従来から培ってきた
「地域ケアマネジメント」の概念づくりが始まった．
����年（高崎）や����年（新津）の研究論文が出さ
れ，ケアマネジメントと同義語としてケアコーディ
ネーションが使われるようになった背景がある．そ
の背景の中，検索を行った����年には特に看護分野
の研究が多く見られたのだと思われる．また�			年
まで，教育・心理分野におけるコーディネーション
のキーワードを含む研究はみられず，教育現場にお

いては教師個々の力量で児童生徒の援助活動が行わ
れてきた現状が伺われる．それ以降，教育現場にお
いて特別支援教育の導入に向け，他職種が関わる協
働の必要性が高まり，コーディネーションの研究が
進められるとともに，件数の増加と占める割合の変
化も見られてきた．また，心理分野と分類したもの
は，ほとんどが学校心理士によるもので，研究フィー
ルドは学校，研究対象は養護教諭であるため教育分
野と考えることもできる．
不登校，医療的ケア，発達障害などの児童生徒一

人ひとりに対応できる教育を求め実践していくには，
教師個々の力だけでは無理が生じている．いま，学
内での職員間の協力はもとより，外部機関・専門職
との連携を成立させ，協働する方向へと動いている．
�			年以降，教育の分野においてコーディネーショ
ンを含む研究論文が増えてきていることは，これら
を明確に表していると考える．

�．養護教諭のコーディネーション機能について

養護教諭とコーディネーションのキーワードが入
る研究論文は，全体の����（ �件）であった．研究
論文の数が少ないということは，教育・学校保健分
野における養護教諭が行うコーディネーションにつ
いて，まだ明らかにされておらず，養護教諭が行う
コーディネーション機能について研究は進められて
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いないと考える．
また，養護教諭のコーディネーションに関する文

献は，先に検索したように医療的ケアに関する研究
において，養護教諭のコーディネーションを内容と

する研究が多く見られ，これはその機能を最も発揮
されていると考えているのだと思われる．養護教諭
のコーディネーションを考えるにあたり，個別のケ
アコーディネーションが必要な対象者は，複雑多様
なニーズがあり，長期にわたる解決策が必要であ
る．それは単独や一専門職によってのみ解決できる
課題ではなく，多くの専門家や複数の関係者による
支えが必要なことが多いとされている．養護教諭の
場合，健康課題に関わるすべての事例に対応するの

であるから，特別支援および特別支援教育コーディ
ネーターとも深く関連が生じるのは，確実である．
水田���は，養護教諭のコーディネーションの必要
性は認められているが，実際に養護教諭がコーディ
ネートを担うことは少なく，現在の学校において養
護教諭がコーディネートを行うことに期待はする
が，まだまだ実践までは行かず時間を要するとして
いる反面，養護教諭への充実した研修が必要である
とも強調していた．このような教育現場の管理職の

意見は，養護教諭のコーディネーション機能の確立
やコーディネーション能力の養成のプログラム開発
の裏付けへつながっていくと考えられる．
さらに養護教諭のコーディネーション機能につい

ては，養護教諭のみならず，他の専門職からも必要不
可欠とされていることに注目するべきであるし，他

職種の視点をも視野に入れた研究内容を取り入れる
ことで，より質の高い養護教諭のコーディネーショ
ン機能を確立できると考える．

結 論

�．����年��		�年のコーディネーションに関する
文献の動向は，年代が進むにつれてその数が増
え，�		�年最も多かった．医療，看護，福祉分野
では減少し，教育分野は増加してきていた．学
校での援助・支援活動における他機関，他職種と
の連携が必要となり，その調整のためコーディ
ネーションに関する研究が増えてきた．

�．����年，医師の立場から養護学校での医療的ケ

アにおける養護教諭には，看護師免許が必要で
あると提言がされ，�			年に入り看護師や現場
の養護教諭，学校カウンセラーの立場から，医
療的ケアや慢性疾患，不登校におけるチームを
編成して援助活動を進める際の養護教諭のコー
ディネーション機能が必要であるとされてきた．

�．現段階では，養護教諭の援助活動の聞き取りか
ら，コーディネーションのプロセスを認め，
段
階の展開プロセスが明らかにされていた．さら

に養護教諭のコーディネーション能力養成の必
要性と，今後の能力育成プログラム開発の必要
性が示されるところまで研究が進んでいる．
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めの方策について，����．

�）松村明：大辞泉，小学館，����．

�）松村明他：辞林��，三省堂，���	．


）柴田武他：類語大辞典，講談社，����．

�）中西睦子他：地域看護学（�
��シリーズ��），建帛社，���	．

�）堀恵美子，今田里香，上村恵津子：個に応じた教育をめざす連携における養護教諭の役割，教育実践研究，�，�
�
�，

���	．

��）原田唯司：スクールカウンセラーと養護教諭との連携のあり方について�養護教諭を対象とする意見調査に基づいて，

学校カウンセリング研究，�，����
，���	．

��）野坂久美子，沖村幸枝，津島ひろ江：養護学校における児童生徒の医療的ケアに関わる養護教諭のコーディネーション

機能の実際�宿泊を伴う校外学習の事例を通して，川崎医療福祉学会誌，��（�），��	��		，����．



わが国における養護教諭のコーディネーションに関する研究動向 ���

��）酒向説子，坂本裕：中学校において養護教諭が行う健康相談活動に関する実践的検討（食欲不振を訴える情緒不安定な

男子生徒の事例を通して），九州ルーテル学院大学発達心理臨床センター年報，�，����	，����．

�	）相楽直子，石隈利紀：教育相談のシステム構築と援助サービスに関する研究－ 
中学校の実践を通して，��（�），

�
�����，����．

��）津島ひろ江：医療的ケアのチームアプローチと養護教諭のコーディネーション，学校保健研究，��（�），��	����，����．

��）津島ひろ江：養護教諭の今日的課題 　養護教諭のコーディネーション機能�養護学校の医療的ケアを中心に，保健の科

学，��（�），�	���	
，���
．

��）杉本健郎，禹満：養護学校における医療的ケアの実態と対策，小児科診療，�（	
），�		��	
，����．

�
）草薙美穂：養護学校における障害児のヘルスケア，北海道医療大学看護福祉学部紀要，�，	��	�，����．

��）山崎千賀子：緊急時医療対応看護師配置事業の導入を受けて，日本養護教諭教育学会学術集会抄録集，��，�����，

���	．

��）三輪邦江：様々な職種との連携，日本養護教諭教育学会学術集会抄録集，��，�����，���	．

��）大川尚子，野谷昌子，佐藤秀子，山本暎子，松嶋紀子：学校における医療的ケアへの養護教諭の関わりと保護者の期待，

日本養護教諭教育学会誌，�（�），
	���，����．

��）中安紀美子：養護教諭に求められるコーディネーターの力量，健康な子ども，� � 	 ，����．

��）津川絢子：異職種との協働を課題として－コーディネーター，マネジメントとしての養護教諭，子どもと健康，��，

���	�，����．

�	）秋原志穂，篠木絵理，山本美佐子，草薙美穂，岡田洋子：肢体不自由養護学校教職員の行う健康管理，小児看護研究，

��（�），�������，����．

��）大島操，阿部恭子，新居富士美，影山隆之：養護学校における医療的ケアの実施者に対する保護者の望み，看護科学研

究，�，� � �，����．

��）角谷せつ子，中村雅子，津島ひろ江：養護学校の就学における養護教諭の役割，日本学校保健学会抄録集，�	，�������，

����．

��）岡田眞江，中村雅子，角谷せつ子，津島ひろ江：養護学校における医療的ケアの実態と養護教諭の役割，日本学校保健

学会抄録集，��，	���	��，����．

�
）丸山有希，村田惠子：養護学校における医療的ケア必要児の健康支援を巡る他職種の役割と協働，小児看護研究，��

（�），�������，����．

��）竹鼻ゆかり，岡田加奈子，朝倉隆司：医療ニーズの高い児童・生徒の対応に関する養護教諭の現状と課題，日本養護教

諭教育学会誌，�（�），���
�，����．

��）松井学洋，高田哲：脊髄性筋萎縮症�型の子どもたちの学校生活，小児保健研究，��（	），�������，���
．

	�）沖西紀代子，津島ひろ江，大山裕美，角谷せつ子，高橋雅樹，中村雅子，中村祥子，藤川安芸子，岡田眞江：医療的ケア

における養護教諭のコーディネーションに求められる能力，日本学校保健学会抄録集，��，������	，���
．

	�）水田弘見：小児在宅ケアにおける医療と教育の連携のあり方，小児看護，�
（�），�������，���
．

（平成��年 �月��日受理）
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